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レポート：佐々木 忠（ギタリスト）

◆第 26 回コブレンツ国際ギターフェス
ティバル & アカデミー
　ローレライで世界的に有名なドイツ・
ライン河流域、風光明媚な観光都市コブ
レンツの毎年の風物詩となっている「コ
ブレンツ国際ギターフェスティバル &
アカデミー」が今年も 5 月 13 ～ 21 日に
かけて開催された。
　メイン会場はライン川沿いにあるコブ
レンツ市の一番大きなコンサートホール
であるライン・モーゼル・ハレ。この建
物の中にある大ホールとライン中ホール
でコンサートが開かれ、マスタークラス
は大・中・小の会議室等を使用、今回は
参加者多数により、音楽学校も使われた。
多くの製作家の楽器や楽譜展示等は 1 階
にある大広場が使用され、この建物以外
で行なわれるゲスト出演者のコンサート
は、すぐ近くにある選帝侯宮殿で行なわ
れた。スポンサーとして、サバレス、ダ
ダリオ、音楽学校、そして、市、銀行、
ホテルの援助を受け、一流の演奏家をま

とめて聴ける素晴らしいイベントであ
り、コンクール、コンサート、そしてマ
スタークラスの三本立てで行なわれるギ
ターフェスティバルである。

● 5 月 13 日
　前年同様、ライン・モーゼル・ハレ大
ホールでのボルフラム・コロセウス指揮、
マインツ音楽大学オーケストラによる演
奏で開幕、〈歌劇『魔笛』序曲 KV620〉〈ホ
ルン協奏曲 KV447〉〈交響曲第 41 番「ジュ
ピター」KV551〉とモーツァルトの作品
を中心に演奏した他、Immamuel Ottno〈サ
ウダーデ〉の世界初演も行なわれた。オー
ケストラはバロックティンパニー、バ
ロック管楽器を使用し、弦楽器は節度を
保ったヴィブラート、繊細なピアニシモ
から極度なフォルテシモを使用し、当時
演奏されていたであろうモーツァルトの
光と響きを想い起こさせた。それは 30
年くらい前に、故ニコラウス・アーノン
クールがモーツァルト時代の演奏表現を

実践してみせ、音楽界に衝撃を与えた姿
を彷彿とさせた。
　この 9 日間にわたるフェスティバルに
は、作曲家でもある主催者ゲオルグ・シュ
ミットの「ギタリスト達にギター音楽の
みでなく音楽全般を知って欲しい」とい
う意図が込められている。これも前回に
引き続きイギリス人俳優のナイジェル・
ボイルが進行役を務め、ユーモア溢れる
独特なアナウンスで会場を盛り立てた。
　コンクールは 5 月 13 ～ 15 日の 3 日
間に第 1 次予選が行なわれた。150 人も
のコンクール応募者があり、招聘され
た 12 人の審査員は二組に分かれて同時
進行で審査を行ない、第 2 次予選は 17、
18 日の 2 日間に分けて審査された（ファ
イナルの審査員は今回は 15 名）。

● 5 月 14 日／ 20：00 ～
　選帝侯宮殿の大ホールで行なわれるゲ
スト演奏家による最初のイブニング・コ
ンサートには、ゾーラン・ドゥキッチが
出演予定であったが、家族に不幸があり
キャンセルとなり、急遽、出演要請を受
け演奏を務めたのは、今日の世界最高レ
ベルと認められつつあるデュオ・メリス
であった。開幕に相応しい素晴らしい演
奏を披露してくれた。公私共にパート
ナーである、スサーナ・ブリエト（スペ

ボルフラム・コロセウス指揮、マインツ音楽大学オー
ケストラ

ゲオルグ・シュミット

ナイジェル・ボイルライン・モーゼル・ハレ
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イン）とアレクシス・ムズラキス（ギリ
シャ）が演奏したプログラムは、ロドリー
ゴ〈トナディーリャ〉、ロイエ〈デュオ
Nr.3, Op.31〉、ボグダノヴィチ〈ソナタ・
ファンタジア〉、スカルラッティのソナ
タから〈K.204a〉〈K.9〉〈L.413〉〈K.18〉、
グラナドス〈詩的ワルツ集〉、ピアソラ〈タ
ンゴ組曲〉などであった。

● 5 月 15 日／ 17：00 ～
　定番のリサイタル・シリーズが開催さ
れるライン中ホールでは、ロシア人ギタ
リストのロフシャン・マメドクリエフの
演奏会が行なわれた。彼は国内外合わせ
て 25 のコンクールで受賞し、演奏活動
もモスクワ、トロント、パリ、ニューヨー
クのカーネギーホールと華々しい。ぜひ
拝聴したかったのだが、私は他に仕事が
あり間に合わなかった。後で彼のリサイ
タルの感想を聞いたところ大変好評で
あった。本稿の執筆にあたって YouTube
で彼の演奏を聴いたところ、強靭な指か
ら出てくる力強い音、安定したテクニッ
クを通して生まれる旺盛な表現力が感じ
られた。リョベート〈ソルの主題による
変奏曲〉、ラック〈タレガ讃歌〉、ウォル
トン《5 つのバガテル》、ルドネフ〈The 
Old time Tree〉、アミロフ《6 つのミニア
トゥーレ》、タレガ〈グラン・ホタ〉が
演奏されたようだ。

● 5 月 15 日／ 20：00 ～
　この日の選帝侯宮殿大ホールのリサイ
タルは、当フェスティバルの常連ゲスト
の一人、個性派アニエロ・デジデリオ。
大きな体、そして大きな手、アントニオ・ 
ミューラー製作のダブルトップギターも
手伝ってか、大きな太い指から表出する
大きな音、彼特有の美音はとても印象的
である。暖徐楽章で醸し出す独特なル
バートはロマン派の音楽表現にマッチし
ている。《スペイン組曲》のタイトルで

演奏されたガスパル・サンスの作品集は
バロック音楽ではあるが、彼の演奏はバ
ロックを感じさせないものであった。組
曲の最後に配された〈カナリオス〉は、
ロドリーゴの《ある貴紳のための幻想曲》
第 4 楽章を使用し、ドラマチックでダイ
ナミックな効果を演出していた。続いて

《スペイン組曲Ⅱ》と題して、アルベニス、
リョベート、ルイス＝ピポー、アグアド
の作品を順番に演奏、前半の最後はジラ
ルディーノ〈Ikonostas〉、後半はロドリー
ゴ〈祈りと踊り〉、C= テデスコ《組曲「エ
スカラマン」Op.177》、ブローウェル《オ
リシャスの祭礼》を演奏した。　

● 5 月 16 日／ 17：00 ～
　ライン中ホールではグレアム・デヴァ
インのリサイタルが開催された。彼は
チータム音楽学校でゴードン・クロス
キーに師事後、10 年間ブラジルで生活、
その間コンサートとマスタークラスを各
地で開催し活動を続けた。アランブラ
国際ギターコンクール、エミリオ・プ
ジョール国際ギターコンクールなどで入
賞、現在はロンドンのトリニティ音楽院
ギター科教授とロンドンのロイヤル・グ
リニッチ・ギターフェスティバルで音楽
監督を務めている。プログラムはスカル
ラッティの 4 つのソナタ〈K.34〉〈K533〉

〈K466〉〈K149〉、アンドレ・ジョリヴェ《2
つの練習曲》、ポンセ〈フォリアの主題

による変奏曲とフーガ〉、C=テデスコ《ソ
ナタ「ボッケリーニ讃歌」Op.77》など
であった。

● 5 月 16 日／ 20：00 ～
　この日の選帝侯宮殿大ホールのリサイ
タルには、これも当フェスティバル常
連ゲストの一人、皆様ご存知のマヌエ
ル・バルエコが出演。彼の演奏はデジデ
リオとは対照的で大変オーソドックスで
ある。プログラムはミランの《6 つのパ
バーナ》、バッハ《無伴奏ヴァイオリン・
ソナタ第 1 番ト短調 BWV1001》、ニン＝
クンメル〈ミランの主題による変奏曲〉、
後半は、ソル《ソナタ Op.15-b》〈マルボ
ローの主題による変奏曲 Op.28〉、最後
に、アルベニス《スペイン組曲 Op.47》
から〈アラゴン〉〈カディス〉〈アストゥ
リアス〉などが演奏された。

● 5 月 17 日／ 17：00 ～
　ライン中ホールのリサイタルは、バル
エコ門下のルカス・クロパチェフスキー

（ポーランド）が出演を予定していたの
だが、何かの事情でキャンセルとなり、
代役を務めたのが日本でもお馴染みの

アニエロ・デジデリオ グレアム・ディヴァイン マヌエル・バルエコ

デュオ・メリス ロフシャン・マメドクリエフ
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ジュディカエル・ぺロワであった。彼は
高低 2 つの足台に両足を置き、右足は乗
せたり下ろしたりと、独特な演奏法で知
られている。フランスのリール音楽院と
サンフランシスコ音楽院で教鞭を執り、
数多くのコンサートをこなしている時の
人である。
　ぺロワは今回、コンクール審査員とマ
スタークラスだけを引き受けていたが、
急遽ソリストとして演奏した訳である。
曲目は、〈ハンガリー幻想曲〉他、メル
ツの作品とポンセ〈フォリアの主題によ
る変奏曲とフーガ〉、アサド《6 つの小品》
など。

● 5 月 17 日／ 20：00 ～
　選帝侯宮殿大ホールのリサイタルには
これも当フェスティバルの常連ゲストで
あるアルバロ・ピエッリが登場した。彼
はしばしば日本にも招聘され、深く周到
な独自の音楽解釈、繊細かつ多才な音楽
家として評価が高い。プログラムは、バッ
ハ《リュート組曲 BWV997》、ソル〈グ
ラン・ソロ Op.14〉、ジスモンチ〈セン
トラルギター〉、アルベニス〈ソルチーコ〉

〈カタルーニャ奇想曲〉〈マラゲーニャ〉
〈セビーリャ〉を演奏した。
　第二部でピエッリはウィーン在住のピ
アニストであるユカ・サカイ（日本）と
共演した。彼女はウィーン大学でコルペ
ティトア（オペラ等の練習伴奏を行な
い、様々な音楽的助言を与えるピアニス
ト）として活動し、またウィーン国立
音楽大学で教鞭を執っている。バッハ

《トリオソナタ BWV529》、C= テデスコ
〈ギターとピアノのためのファンタジア
Op.145〉、最後にレオ・ブローウェル《3

つの協奏的舞曲》が演奏された。
　破綻なく上手く演奏されたと思うが、
残念ながらピアノもギターも音が弱くて
聴き取れず、音楽表現を理解するには至
らず演奏を楽しめなかった。この大ホー
ルはエコーが掛かり過ぎて音響的に問題
があるので、私は生の音を聴き取りたい
がためにいつも前列に座っているのだ
が、今回は音響的に最悪であった。
　選帝侯宮殿の迎賓館であるホールに即
席で設営された舞台は、フェスティバル
の期間中、ギター演奏用に造られており、
コンサート用ピアノを置くようにはセッ
トされていない。そのためユカ・サカイ
は演奏にエレクトリックピアノを使用し
たのだが、ピエッリがギターの生の音を
重視したのか、電気ピアノはボリューム
を下げて演奏された。音量の弱いギター
に合わせてピアノの音量を下げる？ 誰
のアイディアでこうなったのだろうか？ 
興味深いプログラムであっただけに残念
な結果であった。

● 5 月 18 日／ 15：00 ～
　作曲家のスティーヴン・ゴスによる講
座『パガニーニとギター』が開講された。

● 5 月 18 日／ 17：00 ～
　ライン中ホールでフーバート・ケッペ
ルとミヒャエル・ダウト（ヴァイオリン）
による室内楽。特に印象的だったのが
ヴァイオリンに負けず劣らずの音量を
出すアントニオ・ミューラー製作のダ
ブルトップギターであった。プログラ
ムは、パガニーニ〈ソナタ第 1 番〉〈カ
ンタービレ〉、ヴィラ＝ロボス〈ブラジ
ル風バッハ第 5 番〉、マイヤース〈カヴァ
ティーナ〉、クライスラー〈愛の悲しみ〉、
ジョン・ウィリアムズ〈シンドラーのリ
スト〉、最後にピアソラ《タンゴの歴史》
から〈ナイトクラブ 1960〉が演奏された。

● 5 月 18 日／ 20：00 ～
　毎回恒例となっているギターとオー
ケストラのための「フライデーナイト・
コンサート」がラインモーゼル大ホール
で開催された。ソリストは、コブレンツ
国際ギターコンクールの覇者でもある
ガブリエル・ビアンコと日本でもお馴
染みのマルシン・ディラ。共演はライン
州立交響楽団、そして新鮮で優雅な指
揮をする美人女性指揮者マリー・ジャッ
クである。最初にシャブリエ《パスト
ラール組曲》、続いてガブリエル・ビア
ンコをソリストとして C= テデスコ《ギ
ター協奏曲第 1 番 Op99》が演奏された。
後半はマルシン・ディラをソリストに
迎えてポンセ《南の協奏曲》が演奏され、
最後はオーケストラによるチャイコフ
スキー《イタリア奇想曲 Op.45》で締め
括られた。いずれもハイレベルの演奏
であった。

● 5 月 19 日／ 10：30 ～
　マチネにブラジルのファビオ・ザノン
が出演（『現代ギター』誌 2017 年 9 月号
の表紙を飾っていたのを思い出す）。彼
は GFA、タレガ、アレッサンドリアと
いう三大国際ギターコンクールの優勝
者として有名、現在はイギリスで王立

ジュディカエル・ペロワ アルバロ・ピエッリとユカ・サカイ

ミヒャエル・ダウト（Vn）とフーバート・ケッペル（Ｇ）スティーヴン・ゴス
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音楽院の客員教授を務め、コブレンツに
も度々招聘されている。彼の演奏したプ
ログラムは、シューマン〈3 つの子供の
ためのソナタより第 1 番 Op.118a〉、ボ
ブロヴィチ〈第一グランド・ポロネーズ
Op.24〉、そして、3 つのカリブの小品、
2 つのアンデスの小品、4 つの南米諸国
の小品。

● 5 月 19 日／ 12：30 ～
　コブレンツの旧市街にある聖母教会で
ゴルツ・ダニロフ・ギターデュオ（ド
イツ／ソレン・ゴルツ＆イヴァン・ダ
ニロフ）のコンサートが一般客を対象に
行なわれた。彼らは青少年コンクール、
EGTA 主催（独）アンドレス・セゴビ
ア・ギターコンクールで優勝、ケルン音
楽大学ブッパータール分校卒業後に活躍
を続け、ノルドライン・ウエストファレ
ン州文部省から奨励賞を授与されている
ドイツ期待の若手デュオである。このコ
ンサートの収益は社会福祉団体へ寄付さ
れた。

● 5 月 19 日／ 17：00 ～
　昨年同様、室内楽コンサートを開催。
ギタリストと共演するのはコブレンツ弦
楽四重奏楽団、コンスタンティナ・パッ
パ Vn）、シルケ・サビンスキー（Vn）、
ナナコ・ホンサレク（Vi）、マライケ・
シューネマン（Vc）。
　最初にジュリアーニ《ギターと弦楽
四重奏のためのグラン・クインテット
Op.65》が演奏された。第 1 楽章「序奏」、
第 2 楽章「“うつろな心”の主題と変奏」、
終楽章「ポロネーズ」から成る。ギター・
パートはハンス・ウェルナー・フッパー
ツが担当した。彼はアーヘン音楽大学の
ギター科教授で副学長も務めている。室
内楽に慣れている彼の演奏は音量音色も
良く、他楽器とのバランスも素晴らしく、
非常に楽しめた。
　次に演奏されたのは、ド・フォッサ《2
つのギターとヴァイオリン、チェロによ
る四重奏曲第 3 番イ長調 Op.19》こちら
もソナタ、メヌエット、ロンド楽章から
成る作品である。演奏はギターがヨハネ

ス・モンノとオラフ・ヴァン・ゴニセン、
ヨハネス・モンノはケルン音楽大学卒で
現在はシュトットゥガルト音楽大学の教
授、オラフ・ヴァン・ゴニセンはその昔、
M. トイヒャートとフランクフルター・
ギターデュオを結成して大活躍し、現在
はハンブルグ音楽大学の教授を務めてい
る。共演は引き続きコブレンツ弦楽四重
奏楽団のメンバーで、ヴァイオリンのコ
ンスタンティナ・パッパとチェロのマラ
イケ・シューネマンの二人。                                                           
　最後に演奏されたのは、ピアソラ作曲、
バルエコ編曲による《ギターと弦楽四重
奏のための 5 つのタンゴ》であった。ギ
ターはワイマール音大とベルリン音大の
教授を務めるトーマス・ミュラー＝ぺリ
ング。演奏はいずれも一級品である。
　一つ欲を言うならば弦楽四重奏団との
音のバランスであろうか。最初のジュリ
アーニがこの日一番バランスが良かっ
たと思う。次のド・フォッサの作品で
は、2 つのギターの音量がヴァイオリン、
チェロに比べて弱く、ピアソラ作品では
逆にギターが強過ぎた。
　アルバロ・ピエッリとユカ・サカイに
よるギターとピアノのデュオを聴いた時
にも感じたことだが、誰か専門のミキ
サーがいたならば、こういう音量の問題
は起こらなかったのではないかと、非常
に残念に思った次第である。

● 5 月 19 日／ 20：00 ～
　この日の選帝侯宮殿大ホールでのリサ
イタルには、またしても当フェスティバ
ルの常連ゲストであり、当代最高峰のギ
タリストと称されているデイヴィッド・
ラッセルが登場した。彼の演奏は今まで
にも沢山聴いているが、どのコンサート

ガブリエル・ビアンコ

ファビオ・ザノン ゴルツ・ダニロフ・ギターデュオ

マルシン・ディラ （左より）マリー・ジャック、一人おいてディラ、ビアンコ
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もハイレベルでその水準を維持してい
る。高度なテクニックと様式感、センス
の良さを感じずにはいられない。
　曲目はヴァイスの組曲からプレリュー
ド、アルマンド、ロイヤル・クーラン

ト、トンボー、アレグロ（ラッセル編
曲）、グリーグ《7 つの叙情詩風作品集》、
第二部は、バッハ《3 つのシンフォニア》

（アルネ・ブラットランド編曲）、そして、
セルジオ・アサドがデイヴィッド・ラッ
セルのために作曲し献呈した《David's 
Portrait （デイヴィッドの肖像）》（ドイツ
初演）、最後にケルトの民族音楽が演奏
された。　

● 5 月 20 日／ 10：30 ～
　ドイツを含むキリスト教の国々ではこ
の日、聖霊降臨祭の祝日であり、日曜日
の午前中は皆教会の礼拝に向かう。毎
年フェスティバルの一環として音楽家
を繰り出しボランティアでミサを行な

い、この日に集められた募金はガーナの
"Midwives Quarters Have" に寄付される。
ミサに参加した演奏家は Jörg Gauchel 指
揮による青少年ギターアンサンブルとペ
ンテコステ・アンサンブル、メンバー
は Ulrike Courbier （ ソ プ ラ ノ ）、Almut 
Nieratschker（アルト）、Roland Klein（テ
ノール）、Willi Nieratschker（バスとオル
ガン、ギタリストではオラフ・ヴァン・
ゴニセン、ヨハネス・モンノ、トーマ
ス・ミュラー＝ぺリング、ハンス・ウェ
ルナー・フッパーツの 4 人が参加した。

● 5 月 20 日／ 17：00 ～
　この日はゴラン・クリヴォカピチが
出演した（写真がないのが残念！）。彼
は GFA、コブレンツ等、全部で 14 個も
の国際ギターコンクールを制覇した強者
である。人柄も良く皆から慕われてい
る。最近のニュースとしてはケルン音
楽大学ヴッパータル校の教授に就任し
た。彼の益々の活躍を期待している。今
回のプログラムはオール・バッハであっ
た。バッハ《無伴奏チェロ組曲第 2 番
BWV1008》、《プレリュード、フーガと
アレグロ BWV998》、《無伴奏ヴァイオリ
ン・パルティータ第 3 番 BWV1006》。

● 5 月 20 日／ 20：00 ～
　メモリアルコンサートと題して、昨年
亡くなったアメリカ合衆国のジャズギタ
リスト、最高のインプロヴァイザーの一
人と謳われているジョン・アバークロン
ビーの追悼コンサートが Cafe' HaHN で
行なわれた。場所は中心街から離れてい
たので私は行くことを断念し、疲労回復
に努めた。

ヨハネス・モンノとオラフ・ヴァン・ゴニセン（Ｇ）

ハンス・ウェルナー・フッパーツ（G）とコブレンツ弦楽四重奏楽団

デイヴィッド・ラッセル ギターの展示会場

トーマス・ミュラー＝ぺリング
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――  Koblenz International Guitar Festival & Academy 2018  ――

● 5 月 21 日／ 11：00 ～
　2017 年のコンクール優勝者である
キャンベル・ダイアモンド（オーストラ
リア）の演奏会が開催された。
　プログラムは、タレガ〈プレリュード
第 5 番〉〈2 人の姉妹〉、武満 徹《森の
なかで》から〈ミュアー・ウッズ〉、武
満編〈ロンドンデリーの歌〉、バッハ《無
伴奏チェロ組曲第 6 番 BWV1012》、ブラ
ジルのボサノヴァ音楽を 2 曲、ジョビン

〈ルイーザ〉、ボンファ〈リオの旅〉そし
て最後にフィリップ・ホートン〈ソナタ・
オフィーリア〉が演奏された。
                                                                                                                                                 
◆コブレンツ国際ギターコンクール 2018                                                                               
● 5 月 21 日／ 14：30 ～
　コブレンツ国際ギターコンクールの本
選が選帝侯宮殿の大ホールで開催され
た。ファイナリストは 6 名、クリスティ
ナ・バルリ（ノルウェー）、マイケル・バッ
トン（イギリス）、フランソワ ・クサビア・
ダングルモン（フランス）、ディミトロ  
・オメルチャク（ウクライナ）、イゴール・
クロコフ（ロシア）、そして、藤元高輝（日
本）の順で、途中に休憩を挟みながら、
各自 30 分間のプログラムを演奏した。
　本選の審査結果は以下の通り。
　第 1 位：該当者なし

　第 2 位：藤元高輝
　第 3 位：フランソワ ・クサビア・ダ
ングルモン
　副賞のホアキン・ロドリーゴ賞はス
ティーヴン・コーワン（カナダ）、ドッ
ト・ギター賞はウー・ヨウ（中国）、コ
ブレンツ国際ギターアカデミー賞はクリ
スティナ・バルリとマイケル・バットン
に授与された。　　
　採点方式は民主主義に基づき、順位は
多数決で決められる。スポーツ、武道の
世界は勝敗ははっきりと確認されるが、
音楽芸術は趣味の違いで大きく左右され
る。当然、技術的な問題も対象とはなる
が、何色が好みかには個人差があり、絶
対的な評価にはならない。それゆえ諸々
な見解も考慮し、多数決で順位を決める
ことになる。したがって審査委員の数は
多い方が普遍性がある。
　フィナリストを聴き、審査委員 15 名
の選んだ第 1 位から第 6 位の順位は概ね
一致していた。しかし残念ながら、合計
点が第 1 位が得るべき点数には届かな
かった。協議の結果、第 1 位なしで、第
2 位が藤元高輝、第 3 位がダングルモン、
順位では第 3 位になるべき者が第 4 位に
転落という結末になった。
　藤元高輝は誰よりもよく演奏してい
た。レパートリーとして弾き込んでいる
彼のプログラム、アグアド〈序奏とロン
ド〉、ロドリーゴ〈ソナタ・ジョコーサ〉、
H.W. ヘンツェ《王宮の冬の音楽》はよ
くアナリーゼされ、音色を多様に変化さ
せ、陰影も上手く引き出し、ドラマチッ
クな演奏であった。それではなぜ合計点
が少なかったのだろうか？ これが彼の
リサイタルであれば批評も満足いくもの
であったと思う。しかしコンクールは違
う。他者と比較されてしまう。彼の奏で
た音楽は素晴らしかった。彼自身は巧み

に音色、陰影を付け演奏していたが、他
者に比べて音量、音幅に問題があった。
フォルテ、フォルテシモであれば、当然、
堅固な安定した音質を必要とするが、音
は割れていた。原因は右手タッチの問題
か、爪か、それとも楽器の持つ収容力か、
色々と課題が残った。
　楽器を操る演奏家の技量は当然である
が、楽器の優劣は表現力を際立たせる。
現在コンクールを目指している人達が愛
用している楽器はダブルトップ製が多
い。音量、安定した音幅が素晴らしく良
い。ピアノで言えばアップライトとグラ
ンドピアノの差を感じさせる。1960-70
年代は美音を持つラミレス（杉材）が名
器として大変もてはやされていた。楽器
は弦長 665mm で胴体も大きくしたが、
音量の面で杉材は松材に比べ伝達力が弱
くコンクールでは損をしていたのを思い
出した。
　コンクールの審査員は、アルフレッド・
アイクホルドを委員長とし、デール・カ
バナ、ルチオ・マタラッツオ、佐々木 忠、
トーマス・ツァビエルハ、ザブリーナ・
ブラスカリッチ , シュテファン・ハッケ
ル、スティーヴン・ゴス、ヨハネス・モ
ンノ、ギュンター・シリングス、フーバー
ト・ケッペル、ハンス・ヴェルナー・フッ
パーツ、トーマス・ミュラー＝ペリング、
ジュディカエル・ぺロワ、オラフ・ヴァ
ン・ゴニセン、ゲオルグ・シュミットの
計 15 人であった。

● 5 月 21 日／ 19：30 ～
　フェスティバルの最後はヨルク・ガウ
ヘル指揮、ジュニアギターアカデミー
オーケストラの演奏で幕開けし、授与式
が行なわれた。その後、コンクール入賞
者が演奏を披露し、音楽に満ちた素晴ら
しい 9 日間の幕が閉じられた。

コンクール首席第 2 位を獲得した藤元高輝 審査員を務めた佐々木 忠 佐々木 忠のレッスン風景

キャンベル・ダイアモンド
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